
令和５年度 学校経営の基本方針  香取市立新島中学校 

１ 学校教育目標および「めざす学校像・生徒像・教師像」 

 

 

 

 

     

 

 

     

 

 

 

     夢・行動・誇り                  理想・献身・尊重 ＋１ 

       自己肯定感                    教師も夢を チームで実行 お互いをリスペクト    

     考える・伝え合う            伝わる・高め合う・笑顔                                                  

２ 経営方針 

  教育基本法及び学習指導要領の趣旨と内容に即した適切な教育計画のもと、基礎・基本の定着と思考 

力･表現力・課題解決力を育む。 

 体験活動を重視した教育課程を編成し、生徒一人一人の「生きる力」を育み、地域に開かれ信頼され 

る学校づくりの推進に努める。また小規模校のメリットを生かし、教職員全員で生徒一人一人に目と心を 

注ぎながら自立を促し、「主役は、生徒一人一人である。」ことを旨として、指導にあたる。 

（１） 教育基本法及び学習指導要領の趣旨を理解し、教育目標の達成に向けて指導する。 

（２） 教職員の共通理解のもと、計画的・組織的・継続的な教育活動を展開し、活気に満ちた魅力ある学 

校にする。 

（３） 生徒の興味・関心を重視し、基礎・基本の確実な定着と自己教育力が身に付くよう、指導方法を工 

夫・改善し、主体的、対話的で深い学びの視点での授業改善、わかる授業・自ら考える授業の実践に 

努める。 

（４） 家庭・地域・関係機関との連携を深めるとともに広報・広聴に努め、開かれた学校また地域と一体 

となり協働で子どもを育てる学校づくりを推進する。 

（５） 学校教育活動全体を通して、生命の尊さ・大切さ、人権及び多様な価値尊重の精神、国際性を養う 

とともに、道徳的な実践力と規範意識及び心身の健康の保持増進の育成に努める。 

（６） 研修の日常化を図り、教師としての指導力と人間力の向上に努める。 

（７） 生徒指導の機能を重視した学級づくり、授業づくりを推進し、生徒一人一人の自己肯定感・有用感 

を育成するとともに、共感的な人間関係づくりに努める。 

（８） 特別支援教育の研究を深め、教師一人一人の専門性の向上を図り、生徒の特性の理解に努め、指導 

方法の工夫改善を行う。 

 

学校教育目標 

「未来に向けて、互いに磨き合い、自己実現に努める心豊かな生徒の育成」 

めざす生徒像 

・目標を定め、主体的に取り組む生徒 

・豊かな心をもち、思いやりのある生徒 

・心身ともに健康でたくましい生徒 

・郷土を理解し、郷土に貢献できる生徒 

 

めざす学校像 

・明るく活力みなぎる学校 

・創造力みなぎる学校 

・潤いに満ちたすがすがしい学校 

・地域とともに歩む学校 

めざす教師像 

・共感的な生徒理解に努め、公平に指導できる教師 

・生徒の悩みや思いを受け止め、愛情をもって支援できる教師 

・資質・力量を高めるとともに、授業改善に努める教師 

・変化に対応し、生徒・保護者・地域から信頼される教師      



３ 経営の重点 

（１）学習指導 

 ① 「主体的・対話的で深い学び」を実現するための授業研究を推進し、指導技術の向上に努める。 

 ② 1人１台端末環境下での効果的活用等（メクビット・eライブラリーの活用）、指導方法を工夫改

善し、基礎・基本の確実な定着、及び思考力・表現力と主体的に学ぶ態度を育て、「確かな学力」

の育成に努める。 

  ③ 少人数指導やＴＴによる指導等、個に応じたきめ細かな指導を充実させ、個別最適な学びの実現を 

図る。 

  ④ 指導と評価の一体化を図り、生徒の実態に応じた個別化を図ると同時に、生徒の学習の改善、教師

の指導の改善、指導技術の向上を図る。                                                  

  ⑤ 学校の教育活動全体を通しての道徳性の育成を目指し、その要としての道徳科の指導改善を図り、

自他の生命と人権を尊重する心を育てるとともに、社会の一員としての自覚を育て、規範意識の育

成に努める。 

  ⑥ 日常的に読書に親しみ、知識や情報を得たり、自分の考えを広げたりできるように読書指導の推進

に努める。 

  ⑦ 特別活動の充実を図り、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の視点での資質・能力の育成

を図る。 

 

（２）生徒指導 

 ① 一人一人をかけがえのない存在として受け止め、よりよく生きようとする姿を認め、自己実現に向 

けて努力する態度を育て、自己指導能力の育成を図る。 

  ② 生徒と生徒、生徒と教師のふれあいを大切にした共感的な人間関係づくりを推進し、認め合い・励 

まし合い・高め合う学級集団を確立するとともに、生徒一人一人の自己肯定感・自己有用感を育む。 

  ③ いじめを許さない、見逃さない環境づくりと教育相談を通して、生徒理解を深め、生徒指導の充実 

に努める。 

 ④ 家庭、地域、関係機関と連携し、地域ぐるみで生徒の健全育成を推進するための生徒指導体制の整 

備と充実に努める。 

  ⑤ ボランティア活動、体験活動を通して「思いやりの心」、「奉仕の心」、「互助の精神」を育てる。 

 

（３）特別支援教育 

  ① 個に応じた教育課程の編成と個別の指導計画、支援計画を作成し、効果的な教育実践に努める。 

  ② 校内特別支援教育委員会の組織を活性化し、将来を見通した学習指導・進路指導に努める。 

  ③ コーディネーターを中心として、全校体制で特別支援教育の充実を図る。 

  ④ 保護者との連携・対話を重視する。 

 

（４）進路指導 

 ① 自己の生き方についての関心を高め、主体的に進路選択ができるように指導体制を整備し３年間 

を見通した計画的、組織的な指導、支援に努め、自立に向けて意欲を高める。  

② 入学したい学校ではなく卒業したい学校を選ばせる、という視点を重視する。また、指導者は様々 

な高等学校の教育課程、就職・進学情報等についての研修を深め、指導力の深化に努める。 



  ③ 適切かつ十分な情報提供を行うため、進路コーナー・進路相談室の充実に努める。 

（５）家庭・地域との連携 

  ① 家庭や地域との連携を深めるとともに、協力して生徒の健全育成に努める。 

  ② 適切な情報発信に努め、保護者や地域との信頼関係を構築し、協働で子どもを育てる意識の共有化 

を図り、地域に信頼され安全で開かれた学校づくりを推進する。 

（６）働きやすい職場環境づくり 

  ① 校務や会議の効率化と勤務時間の適正な管理に努める。（各自で週１回定時退勤日を設定） 

  ② 部活動指導における外部人材の活用と部活動活動方針に即した休養日の確保を徹底する。 

  ③ 風通しの良い働きやすい職場環境づくりとモラールアップ委員会兼働き方推進委員会の活性化を 

図る。 
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